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１．法人・施設の概要

１
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法人概要

２

１ 名 称 社会福祉法人長井弘徳会

２ 経営施設・事業所

理事会

理事長

介護老人保健施設リバーヒル長井 総合相談センター

介護一課（一般棟：定員82名）

介護二課（認知症専門棟：定員38名）

看護課

療法課

栄養課・配食サービスセンター

地域密着型特別養護老人ホーム野の香（定員29名）

グループホームリバーヒル長井（定員18名）

グループホームリバーヒル長井館町（定員18名）

介護付有料老人ホームほほえみ（定員26名）

通所リハビリセンター（定員35名）

デイサービスセンターすこやか（定員30名）

デイサービスセンター輝ら凛（定員12名）

自立支援サービス事業所みどりの森

介護予防センター

訪問リハビリセンター

介護支援サービスセンター

法人本部
・事務課
・総務課
・企画課
・業務課

生産性向上プロジェクト実施職場

※令和６年度前半に、全事業所に横展開
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施設概要

３

１ 施設種別 介護老人保健施設

２ 開 設 日 平成８年４月１日

３ 所 在 地 山形県長井市

４ 定 員 120名（一般棟82名、認知症専門棟38名）

一般棟
（つつじ・すみれＧ） 認知症専門棟

通所リハビリセンター

山形市
長井市
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取組のきっかけ

４

⚫慢性的な人材不足により、業務を優先せざるを得ず、ご利用者様に関わ
る時間が確保できないという悩みを抱えていた。

⚫そんな時、業界紙や地元紙に山形市内の事業所が、生産性向上に取り
組み、成果をあげたという記事が掲載された。

⚫即座に、我々も生産性向上に取り組まなければ
ならないと考えたが、取り組み方が分からずに時間
が経過し、焦りを覚え始めたときに、厚生労働省の
「介護事業所向け生産性向上ビギナーセミナー・

フォローアップセミナー」の案内があり、直ちに参加
を決めた（フォローアップセミナーは通常開催に参加）。
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２．取組の流れ

５
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取組全体の流れ

６

（取組手順） （実施内容）

改善活動の
準備をしよう

現場の課題を
見える化しよう

実行計画を
立てよう

改善活動に
取り組もう

改善活動を
振り返ろう

実行計画を
練り直そう

手順
１

手順
６

手順
５

手順
４

手順
３

手順
２

P

D

C

A ・アンケート結果で、さらに改善が必要となったものへの対応

法人全体の部長、事業所管理者会議におけるキックオフ宣言

プロジェクトメンバーの選考（人材育成の観点と多様な意見を期待して様々な職位の人材の選出を依頼）

プロジェクトチーム会議における趣旨説明と先行事例紹介（「介護の価値を高める」10週間で職場を劇的に変える）

「気づきシート」による現場の課題（ムリ、ムダ、ムラ）の把握

プロジェクトチーム内での対話・「因果関係図」による原因の見える化

プロジェクトチーム内での対話

取り組みテーマ、内容、スケジュールなどの決定

生産性向上に取り組む職場の全職員への説明と意思統一

・改善活動の段階的実施

・業務工程の棚卸し（５Ｓ活動の実施、介護助手の導入）、記録様式・方法の見直し、テクノ
ロジー活用の検討

・効果検証

・職員に対するアンケート結果の分析など、効果の検証・意見交換
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手順１：改善活動の準備①

７

法人全体の部長、事業所管理者会議におけるキックオフ宣言

➢ 厚生労働省の「介護事業所向け生産性向上フォ
ローアップセミナー（伴走型）」受講後に開催した
法人全体の部長・事業所管理者会議で常務理
事（現理事長）がキックオフ宣言

➢ 介護老人保健施設リバーヒル長井の介護一課で
先行的に取り組むこととして、プロジェクトチームメン
バーの選考を依頼

➢ 法人全体の場で宣言したことにより、プロジェクトに
取り組む職場以外にも、独自に「気づきシート」や
「業務時間調査」に取り組む職場が出てきた。
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手順１：改善活動の準備②

８

プロジェクトメンバーの選考（人材育成の観点と多様な意見を期待して様々な職位の人材を選出）

プロジェクトチーム会議における趣旨説明と先行事例紹介（「介護の価値を高める」10週間で職場を劇的に変えるの視聴）

プロジェクトメンバー

介護課
課長補佐
経験20年
女性

介護課
主任

経験18年
女性

介護職
経験11年
女性

介護課
課長補佐
経験20年
男性

介護課
主任

経験24年
男性

介護職
経験９年
男性

（アドバイザー・オブザーバー）

★常務理事、介護部長、★介護課長（女性）、★介護課長（男性）

★印は介護事業所向け生産性向上フォローアップセミナー（通常開催）に参加

第一回プロジェクト会議

「介護の価値を高める」10週間で職場を劇的に変えるの視聴
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手順２：現場の課題の見える化

９

気づきシートによる職場課題の把握 因果関係図の作成・打ち手の検討

気づきシートに記載された内容は、最初は介護一課内の課題に限
られていたため、他部署（看護課や療法課など）との連携業務に
ついても記入を求めたところ、さらに多くの課題が明らかになった。

➢ 「課題」のほとんどは人手不足

➢ 「原因」の付箋の多くは、はじめは「悪影響」に分類された＝（例）
「朝の申し送りが予定どおりに始められない」といった課題は現場感
覚では「人手がないから」という認識⇒原因に移動

➢ なぜなぜ分析は５階層程度掘り下げるのが理想とされるが、様々
な角度からメンバーに対して問いかけても２～３階層が限界だった。
⇒改善活動に取り組む中でも対話・問いかけを繰り返した

原 因 課題 悪影響
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手順3：実行計画の立案

10

課 題 打 ち 手 ＫＰＩの測定方法

１

浴室の側溝掃除は、毎週土曜日に１か所ずつ行い、４
週ですべての側溝の掃除が終わるようにしているが、前週
と同じ場所を掃除してしまうことがある

浴室の側溝掃除の場所を写真でわかりやすく表示し直
す。なお、間接業務専門のスタッフ（介護助手）が雇
用されれば、介護職員の業務から外す アンケート

２
日用品等を収納している物品庫がすぐ乱雑になり、必要
なときに必要なものがすぐに取り出せない

不用品の処分を行うとともに、業務手順に沿った取りだし
やすさや、使用した後に確実に元に戻してもらえる工夫を
行う

アンケート

３

朝の申し送り開始時間が守られない、申し送り内容が人
によってバラツキがあり、30分も要している
申し送り方法も自分で作成したメモを見る者、記録ソフ
トを見る者とバラツキがある

開始時間が守られる仕組みの工夫、申し送り内容・方
法（タブレットの有効活用）の統一により20分以内で
終了する

時間の計測
アンケート

４
加湿器への水の補充や浴室清掃などに介護職員が従
事している

間接業務の洗い出しと手順書を作成し、間接業務専門
のスタッフ（介護助手）を雇用する アンケート

5
職員Ａの業務を、職員Ｂがしているときがあったり、コー
ルがあっても他者に対応しているため、すぐに対応できな
いときがある

リアルタイムに連絡がとりあえ、職員が効率的に動けるよう
インカムを導入する 歩数の計測

アンケート

6
コールが重なったときに、優先順位が判断できないことが
多く、その結果、訪室が遅れ転倒に至ることがある

転倒を予防したり、排尿のタイミングを速やかに感知する
ための見守り機器等を導入する

訪室回数の計測
アンケート

小
さ
な
改
善
か
ら
大
き
な
改
善
へ

ムダ

ムダ

ムダ・ムラ

ムダ・ムリ

ムダ・ムリ

ムリ

職場環境の整理・業務の明確化と役割分担

職場環境の整理

記録・報告様式の工夫

業務の明確化と役割分担（介護助手の導入）

業務の明確化と役割分担（テクノロジーの活用）

業務の明確化と役割分担（テクノロジーの活用）
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手順４:改善活動の取組（全メンバーへの周知）

11

実際に現場で取り組むメンバーに周知（介護現場における生産性向上とは、取り組む際の心得、実行計画の内容等）
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手順４:改善活動の取組（浴室の側溝掃除箇所の明示編）

12

【課題】浴室の側溝掃除は、毎週土曜日に１か所ずつ行い、４週ですべての側溝掃除が終わるようにしているが、前週と同じ
場所を掃除してしまうことがあるというムダ

改善前 改善後

ＫＰＩ（評価指標）「わかりやすさ、仕事
のしやすさ」確認のためのアンケート

説明書の変更に気づいたか
（ｎ＝27）

仕事がしやすくなったか
（ｎ＝27）

文字から写真に変えてわかりやすさを演出

現在は、間接業務専門スタッフが担当
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手順４:改善活動の取組（物品庫整頓編）

13

【課題】日用品等を収納している物品庫がすぐ乱雑になり、必要なときに必要なものがすぐに取り出せない

改善前 改善後

写真から文字に変えてわかりやすさを演出

ＫＰＩ（評価指標）「わかりやすさ、仕事
のしやすさ」確認のためのアンケート

表示方法の変更に
気づいたか（n=26）

仕事がしやすくなったか
（n=26）

表
示
が
守
ら
れ
て
い
な
い
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手順４:改善活動の取組（申し送り時間の短縮編）

【課題】朝の申し送り開始時間が守られない、申し送り内容が人によってバラツキがあり、30分も要している
申し送り方法も自分で作成したメモを見る者、記録ソフトを見る者とバラツキがある

【申し送りに要した時間の現状】

12/11 12/12 12/13 12/14 12/15 12/16 12/17 12/18

あやめ・はぎ
グループ

29分54秒 18分41秒 － 29分13秒 － 23分31秒 27分26秒 31分56秒

つつじ・すみれ
グループ

33分20秒 29分56秒 25分26秒 28分26秒 29分56秒 21分10秒 － 31分44秒

過去にも時間短縮に取り組んだが、いつの間にかウヤムヤになった。そこで、今回は目的と目標を明確にした

【なぜ申し送り時間を短縮したいのか】

な ぜ（目的）

〇朝の排泄ケアや口腔ケアなど、人手を要する日課を事故なく行うため（申し送り出席者が早く業務に
入れるようにするため）

〇夜勤者がなるべく定時で帰れるようにするため

【目標】（目的達成に向けて「ギリギリ削れる」時間＝申し送りにかけられる時間）

時 間 あやめ・はぎグループ、つつじ・すみれグループ、それぞれ20分
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【短縮するにはどうしたらよいか】

何 を どうする いつから

１ 開始時刻

徹底する

〇申し送りをする職員も、受ける職員とも業務に従事しているため、開始時刻を徹底で
きないので、それぞれの職員の業務を固定する（離れやすい業務にする）
○ナースコールのアラーム機能を活用し、申し送り開始時刻数分前に設定しておく

直ちに

２ 申し送りの
仕方

申し送り用の記録方法をタブレットに統一する。申し送る内容
も統一する

〇申し送りの仕方は、個人用ノートのメモを見る職員、「ほのぼの」の記録を見る職員、
記憶により行う職員と、バラバラ（ムラがある）

〇要点がまとまっていない。また、３日前くらいの出来事を毎日伝えている
〇記録ソフトとタブレットを連携させ、記録と同時に申し送るべき内容に色付けし、申し送
り時はタブレットをみて色付けされた部分を送る。色付けする内容についても極力統一
する

○記録ソフトのベンダー
からタブレットとの連携
や機能の活用につい
て１月中に説明を受
ける

○すべてのメンバーが使
用できるよう２月上旬
までにマニュアルを作
成する

３ 申し送りの
内容

４ 居室の時計

時刻を合わせる

〇時計の時刻が合っていない居室があり、その居室に入っていると申し送り開始時刻に
遅れる

直ちに

マニュアルの検証
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手順４:改善活動の取組（間接業務の移転編・介護助手の導入）

【課題】加湿器への水の補充や浴室清掃などに介護職員が従事している

【現在】平日４時間分の業務に関しては介護助手を雇用済み。効果測定のためのアンケート調査を実施中。また、近々、日曜日の業務に関しても雇用予定
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手順４:改善活動の取組（テクノロジーの活用編）

【課題】職員Ａの業務を、職員Ｂがしているときがあったり、コールがあっても他者に対応しているため、すぐに対応できないときがある
コールが重なったときに、優先順位が判断できないことが多く、その結果、訪室が遅れ転倒に至ることがある

【リアルタイムの連絡】

現在使用しているナースコールを提供している
メーカーが、骨伝導型のインカムを開発中と聞
いている。端末が共用可能となるはずなので、
導入を検討

【見守り、排泄支援など】

次の観点で、複数のメーカーから直接説明を
受ける機会を設定

・利用者の安全確保

・継続的な健康状態（数値）の把握

・心不全の予兆の早期把握

・利用者の尊厳を尊重した排泄支援法の確立

・職員の業務負担の軽減
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取組の成果

18
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ワークエンゲージメント及びプライベートの充実度に関する調査結果

＜取組前＞

1
仕事をしていると、活力がみな
ぎるように感じる

2
職場では、元気が出て精力的
になるように感じる

3 仕事に熱心である

4
仕事は、私に活力を与えてくれ
る

5
朝、目がさめると、さあ仕事へ
行こう、という気持ちになる

6
仕事に没頭しているとき、幸せ
だと感じる

7 自分の仕事に誇りを感じる

8 私は仕事にのめり込んでいる

9
仕事をしていると、つい夢中に
なってしまう

10
あなたは今、プライベートに充
実感を感じている

＜取組中＞
（介護助手導入後、テクノロジートライアル中）n=27、％

＋18％
n=34、％

＋８％

＋12％

＋13％

＋28％

＋17％

＋９％

＋22％

＋４％

＋17％
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取組の成果

⚫プロジェクト会議には、必ず常務理事（現理事長）が出席して、メンバーと一緒に
課題の把握や実行計画の作成を行ってきたが、個々の改善活動の取り組み方につ
いては、メンバーに委ねた結果、それぞれが職員全体の巻き込み方などを工夫してお
り、自律した行動がみられるようになってきた。

⚫現場の職員は、従来の仕事の仕方を踏襲してきた感があったが、自分たちで業務の
棚卸を行ったことにより、業務が「自分ごと」になり、実行計画に掲げた取組以外にも
小さな改善を自主的に行うような機運が醸成されつつある。

⚫介護ロボットやＩＣＴの導入に向け、この機会に導入済みのタブレットについても性
能を引き出すことを促した結果、業務負担軽減の感触を得ており、これから導入す
るものについても、有効に活用できるものと期待される。

⚫なお、ワークエンゲージメント等に関する調査結果では、取組中であるにもかかわらず、
すべての項目で改善しており、取組の進行により、この結果が継続することを期待し
ている。



©2024 令和6年度 厚生労働省 介護現場の生産性向上に関する普及加速化事業

まとめ・これから

21



©2024 令和6年度 厚生労働省 介護現場の生産性向上に関する普及加速化事業

まとめ・これから（山形県介護生産性向上総合支援センターからの伴走支援）

今回の経験により、初期の取り組み方はおおよそ習得できたが、次の観点から、県の介護生産性向上総合
支援センターの伴走支援を受けることとしている。

⚫今回は、「気づきシート」により業務の棚卸をしたが、「課題把握ツール」や「業務時間見える化ツール」など
も活用して取組を深化・加速させたい。

⚫今後、生産性向上の取組を「継続する」ためのノウハウも習得したい（PDCAサイクルの徹底、新たなムリ・
ムダ・ムラの把握など）。

⚫介護ロボットやＩＣＴの導入にあたり、性能や価格、自施設との相性など、自ら調べるよりも、センターから
の助言を受けて効率的・効果的に進めたい。
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この取組の到達点として、次のような近未来像を描いている。

〇業務を棚卸することにより、業務を「自分ごと」化し、職員が自律的に職場の課題に気づき、改善できる
ようになる。

〇利用者の安全管理体制が充実し、職員の心身の負担が軽減される。

〇利用者と関りを持てる時間が増え、わずかな変化にも気づくことができるようになる。

〇職員のワークエンゲージメント（働きがい）が高まるとともに、私生活も充実するようになる。
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ご清聴ありがとうございました
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